

























































































































































































たのを記念して、世界的な画家、イラストレーター横尾忠則氏の個展を開いたもの。同氏は、オカルトなど精神界 ことに強い関心を持っており、画風にもそれが現れているが、同寺に一週間参禅したこともある。お寺と最先端を行くイラストレーターという 一見奇妙な取り合わせ できたのは、これが機縁らしい。　
さて、この個展、大変な好評だったが、見逃した者も多く、再開催を望む声が強まっていた。そこで、同









象」などの時代でした。当時、横尾氏は、禅 かヨガ、さらにオカルトなどの関係で、非常に人気のあったイラストレーターです。また、神秘主義的な傾向から こう う企画なされたと想像されます。　
次の資料は、二月の再開催時の『日刊スポーツ』の記事です。ここには、「禅寺とサイケと」というタイトルで、
「一風変わった横尾忠則の世界」とあります。タイトルだけ資料の方に挙げさせて頂きましたが 「神秘…演出効果は満点」「大ウケ、前衛音楽も」ということで これによると、あ 宝物殿で前衛音楽も流 ていたの す。　
次に、展示の内容ですが、後で企画書を紹介しますが、この記事にも少し写真があります。展示ケースの中に、横























































































































































































































行いました。そして、今回の「禅の心とかたち」という企画展 仏殿での旗揚げ展、鎌倉国宝館、そして名古屋市博物館での展示を行います。このように「開かれ 總持寺」ということを考え とき、人々にいろいろな可能性を示す事が必要かと思います。ただ単に絵画・仏像や墨跡など伝統的な曹洞宗の文化財を展示するだけでなく、新たな芸術の情報発信基地 て總持寺が機能していくということの必要性が、示されていたと言えるのです。今後、我々もそういったことを考えていかねばならない ではないか、というこ を昔の資料を見ながら考 た　
大変、雑駁な、「曹洞宗の文化財」とはほど遠い発表になりましたけれど、宝物殿がどのような形で始まり、初期










































































   （影印本）


















































































































































































































































































                   
　
一、拝観料
　
無料
